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市
で
は
、平
成
23
年
に「
村
上
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
」を
策
定
し
、温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
量
の
削
減
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
回
は
、地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

地
球
の
周
り
に
は
温
室
効
果
ガ
ス

が
取
り
巻
い
て
い
ま
す
。
温
室
効
果

ガ
ス
に
は
熱
を
宇
宙
に
逃
が
さ
な
い

働
き
が
あ
り
、
そ
の
お
か
げ
で
私
た

ち
は
温
か
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

地
球
温
暖
化
と
は
、
本
来
は
必
要

な
温
室
効
果
ガ
ス
が
増
え
す
ぎ
て
、

地
球
の
気
温
が
上
が
る
こ
と
を
い
い

ま
す
。

地
球
温
暖
化
と
は

　

温
室
効
果
ガ
ス
が
増
え
続
け
、
地

球
温
暖
化
が
進
む
と
、
さ
ま
ざ
ま
な

影
響
が
現
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

気
温
の
上
昇
で
氷
河
や
南
極
の
氷

な
ど
が
溶
け
て
海
面
が
上
昇
し
、
海

岸
浸
食
や
水
没
な
ど
大
き
な
被
害
が

で
る
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
真
夏
日
の
熱
帯
夜
の
増

加
や
集
中
豪
雨
、
大
型
台
風
な
ど
近

年
の
異
常
気
象
な
ど
も
、
地
球
温
暖

化
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
私
た

地
球
温
暖
化
の
影
響

ち
の
健
康
や
生
態
系
に
も
大
き
な
影

響
が
及
ぶ
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

温
室
効
果
ガ
ス
は
今
も
な
お
増
え

続
け
て
い
ま
す
。

　

温
室
効
果
ガ
ス
の
大
部
分
は
二
酸

化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
で
す
。
石
油
や

石
炭
、
天
然
ガ
ス
な
ど
を
燃
や
す
こ

と
で
二
酸
化
炭
素
が
大
量
に
排
出
し

ま
す
。

　

平
成
23
年
度
に
日
本
で
排
出
さ
れ

た
二
酸
化
炭
素
排
出
量
は
合
計
約
11

億
４
千
万
ト
ン
で
、
そ
の
う
ち
の

15
％
が
、
わ
た
し
た
ち
家
庭
か
ら
排

出
さ
れ
て
い
ま
す
。

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

　

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
減
ら
す

た
め
に
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が

日
常
生
活
の
中
で
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
心
が
け
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

「
不
要
な
照
明
を
消
す
」、「
暖
房

の
温
度
設
定
を
下
げ
る
」、「
買
い
替

え
る
際
に
は
省
エ
ネ
機
器
を
選
ぶ
」

な
ど
、
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
ん

で
い
き
ま
し
ょ
う
。

わ
た
し
た
ち
に
で
き
る
こ
と

●
問
い
合
わ
せ

　

環
境
課
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
室

　

☎
53
‐
２
１
１
１
（
内
線
２
７
５
）

拡
げ
よ
う
！

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
⑥

【
隔
月
６
回
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し
て
い
ま
す
】

◆◆トピックス◆◆

神林地区にメガソーラー発電所が誕生

　昨年の11月、神林工業団地内に市内で初めてのメ
ガソーラー（大規模太陽光）発電所が誕生しました。

　この発電所の発電出力は約１メガワットで、１

年間で一般家庭の約300件分の電気を発電しま
す。

　また、１年間の温室効果ガス削減量は約450ト
ンになります。


